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道路設計（案）の概要について

資 料
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★朝霞県土整備事務所

全線 L=6,850ｍ [用地取得率 約94％]

第２期整備区間 4,290ｍ [用地取得率 約91％]

志木市 2,570ｍ
[用地取得率 約92％]

第１期整備区間 2,560ｍ

和光市
640ｍ

暫定2車線供用【H22.4】

Ｎ
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１ 位置付け

・国道254号現道の混雑を緩和

・県南西部の幹線道路網の強化

・外環和光北ＩＣへのアクセス向上

２ 計画概要

位 置：東京外郭環状道路～国道463号

延 長：6,850m【志木区間 2,570m】

幅 員：42m～36m【志木区間 42m】
車線数：平面４車線（片側２車線）

構造物：朝霞大橋、国道463号立体交差橋

和光富士見パイパス

２５４号現道

下南畑交差点（川越方面） 下南畑交差点（所沢方面）

◆事業概要と国道254号バイパス道路詳細設計検討会の設置
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外環和光北ＩＣ付近



３ 経緯

昭和51～55年：都市計画決定（高架４車線＋平面４車線を想定）

昭和５９年度：事業着手

平成 ６年度：第１期整備区間（起点～朝霞蕨線）を定め、重点整備

平成１９年度：基本構造を「平面４車線」に決定

平成２０年度：環境緩衝帯整備検討協議会【志木区間】

（基本的な整備モデル案を作成）

平成２２年度：第１期整備区間を暫定２車線供用

平成２４年度：第１期整備区間起点部を４車線化

平成２５年度：モデル工事【志木区間】が完成

平成２６年度：朝霞大橋２期線上部工完成

平成２８年度：東和橋２期線完成

都市計画変更（平面４車線）

第２期整備区間の工事に本格着手（下南畑交差点）

道路詳細設計検討会【志木区間】

平成２９年度：道路詳細設計検討会【志木区間】

第２期整備区間の継続工事（下南畑交差点）

４ 進捗状況(H29.3末見込）

用地買収：約９２％
・第１期整備区間 １００％

・第２期整備区間 約９１％【志木区間 約９２％】

工 事：・第１期整備区間 約５８％

【暫定２車線（一部４車線化）】

・第２期整備区間 約 ２％【モデル工事のみ】

５ 今後の進め方（第２期整備区間【志木区間含】）

・国道463号立体交差橋の下部工の推進

・未買収地の用地買収の推進

・志木区間の道路詳細設計を確定した後、工事に着手

国道254号バイパス環境緩衝帯整備検討協議会（H20）国道254号バイパス環境緩衝帯整備検討協議会（H20）

○目的
環境緩衝帯の形態について、基本的な整備モデル案をまとめる。

○標準横断図
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（環境緩衝帯）１３ｍ （車道部）１６ｍ （環境緩衝帯）１３ｍ

○モデル工事

環境緩衝帯

国道254号バイパス道路詳細設計検討会(H28～）

○目的
整備モデル案を基に、県が道路詳細設計を進めるにあたり、市民の意見を反映させる。

○スケジュール
平成２９．３～１２の間に ４回開催

○検討結果の公表
ホームページ等で、随時、公表する。

○地元説明会
市民を対象とした地元説明会を適宜、行う。

環境緩衝帯 車道部
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環境緩衝帯
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◆平面計画（延長、幅員、位置）は、都市計画で決定済み

延長２．５７km（※都市計画で決定）

さいたま東村山線

国道４６３号 新宮戸橋通り

袋橋通り 宮戸橋通り

幅員４２ｍ・４車線（※都市計画で決定）

位置（※都市計画で決定）
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緑地タイプ

緑地タイプ

副道タイプ

一般部

緑地タイプ

交差点部

◆横断計画

※ バリアフリー法の趣旨を踏まえ、歩道の段差解消、点字ブロック設置等、高齢者や障害者にも配慮した構造とします。
※ 道路排水は、基準に基づき被害が生じないよう、設計・工事を行います。
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◆交差計画上の留意点①
交差点は、「沿道利用」の観点では、多く配置されるのが望
ましいものの、「通行の安全性」や「交通の円滑化」の観点
では、できるだけ集約（最小化）することが望まれます。

交
差
点

交
差
点

交
差
点

交
差
点

交
差
点

交
差
点

交差点数
多い

交差点数
少ない

交差点間隔が短いため、渋滞が発生しやすい。
交差点は事故が発生しやすいため、事故の危険性が高まる。

交差点間隔が長く、横断する箇所が限られるため、不便になる。
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本線

本線

◆交差計画上の留意点②

本線の新設に伴い、交差道路（既存の県道や市道）側の渋滞対策を 併せて
計画する必要があります。

県
道

市
道

右折車がボトルネック
にならないよう
右折車線を設置
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◆交差点配置計画
交差点箇所、及び交差点設置間隔は下図の通り。
当該工区の交差点数は6箇所。（信号機設置と交通規制については警察協議中）

至 富士見市

至 朝霞市

至 朝霞市

さいたま東村山線
国道４６３号

新宮戸橋通り

袋橋通り

宮戸橋通り

保谷志木線

市道2025号線

さいたま東村山線

交差点間隔396ｍ 交差点間隔500ｍ

至 富士見市

交差点間隔565ｍ 交差点間隔295ｍ 交差点間隔325ｍ
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現在の通学

通学路の見直し

◆立体横断施設の配置計画上の留意点
立体横断施設の設置は、通学路や歩行者数等を総合的に
勘案して検討します。併せて、通学路は、バイパスの歩道を
活用した見直しが望まれます。

車道
国道
254

ﾊﾞｲﾊﾟｽ

歩道

歩道

横断歩道

歩
道
橋

※ 横断歩道橋の下には、横断歩道は設置しません。



宗岡第二小学校

宗岡小学校

志木高校宗岡中学校

宗岡第三小学校

宗岡第二中学校

通学路指定路線
(小学校)

学区境
(小学校)

既設横断歩道橋

立体横断施設配置
提案箇所①

立体横断施設配置
提案箇所④

立体横断施設配置
提案箇所⑤

学区境
(中学校)

立体横断施設配置
提案箇所②

立体横断施設配置
提案箇所③

宗岡第四小学校
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◆立体横断施設計画
提案箇所①： 市道（歩行者専用） 交差部（単路） ⇒ 宗岡第四小学校通学路として利用
提案箇所②： 市道2117号線交差部（単路） ⇒ 宗岡第四小学校、宗岡小学校通学路として利用
提案箇所③： さいたま東村山線（交差点部） ⇒ 宗岡小学校通学路として利用
提案箇所④： せせらぎの小径交差部（単路） ⇒ 宗岡小学校通学路として利用
提案箇所⑤： 宮戸橋通り交差点部（交差点） ⇒ 宗岡第三小学校通学路として利用
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◆立体横断施設参考例（斜路付き階段横断歩道橋）

通路部幅員2.０ｍ

斜路付階段
幅員2.6ｍ通路部

幅員2.0ｍ

斜路付階段
幅員2.6ｍ

※ 横断歩道橋への、エレベーターおよびエスカレーターの設置予定はありません。
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◆維持管理のしやすい高木
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◆周辺道路の渋滞緩和

⑤一般国道463号
交通量：41,811台/日
混雑度：1.54
平均旅行速度：上り16.5km/h
（昼間12時間）下り21.5km/h

②さいたま東村山線
交通量：10,670台/日
混雑度：1.04
平均旅行速度：上り16.4km/h
（昼間12時間）下り16.7km/h

③保谷志木線
交通量：10,514台/日
混雑度：0.93
平均旅行速度：上り22.9km/h
（昼間12時間）下り16.1km/h

④和光志木線
交通量：12,258台/日
混雑度：1.10
平均旅行速度：上り18.2km/h
（昼間12時間）下り21.2km/h

志木市周辺の道路状況（H27道路交通センサスより）

②
③

①

⑥

④

⑤

⑥朝霞蕨線
交通量：13,361/日
混雑度：1.19
平均旅行速度：上り24.0km/h
（昼間12時間）下り23.1km/h

①保谷志木線
交通量：10,514台/日
混雑度：0.93
平均旅行速度：上り15.7km/h
（昼間12時間）下り22.4km/h

⑦一般国道254号（現道）
交通量：45,192/日
混雑度：1.61
平均旅行速度：上り30.7km/h
（昼間12時間）下り20.5km/h

⑦

現況でも混雑度が1.0を超える（＝混雑している）
箇所が見られます。

和光富士見バイパスの完成により、周辺道路の渋滞緩和が期待できます。
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◆交通安全性の向上

出典：埼玉県警察事件事故発生マップ(2014年1月～2017年10月、歩行者類交通事故）

凡例

：重症事故

：軽症事故

・宗岡地域では、生活道路における歩行者類交通事故が多発して
います。

・生活道路を抜け道として利用する車が、和光富士見バイパスに
転換することで、交通安全性の向上が期待できます。

・また、生活道路における安全対策は、警察や志木市と協議しな
がら検討します。

◆防災機能の向上

・国道254号バイパスは、地震災害時等の広域連絡路、緊急輸送道路
として、避難所等へのアクセスの確保や、救急活動、物資輸送の
役割を果たすことが期待されます。

（沿線の主な避難所：総合福祉センター、宗岡第三小学校 等）
・広い幅員（W=42m）、緑化により、地震災害時の二次被害（火災、
家屋倒壊による通行止め等）を防ぐ効果が期待できます。

出典：志木市HP 志木市地震ハザードマップ
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・平成18年度には、測量や地質調査等の道路構造検討に必要な基礎調査
を実施するとともに、推計交通量の減少に伴い、車線数や平面、高架、
地下といった道路構造の再検討を行いました。

出典：事業説明会資料
（H19.11）

◆道路構造検討の経緯
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①大気質

②騒音

③振動

・環境予測の結果、大気質及び振動については環境基準内となりました。
・騒音については、普通舗装で１～３db超過する予測結果でしたが、設計では３db程度の騒音低減効果が見込まれる低騒音
舗装の採用を予定しています。

・また、このバイパスでは、幅員１３メートルの環境緩衝帯を設ける設計としています。このため、騒音対策については、
整備後に実際に生じる環境への影響についてモニタリングした上で、適切に検討・対応します。

◆環境予測結果について

幅員４２ｍ(志木市内）

幅員３６ｍ(朝霞市・和光市）

７１db

７２db

６８db

６８db

※ 軟弱地盤対策については、基準に基づき被害が生じないよう設計・工事を行っていきます。


